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日程：2014 年 8 月 26 日（火）～29 日（金） 
行き先：熊本県水俣市周辺 
引率教員：宮崎大輔・早川和彦 
参加生徒：高校 2 年生 8 名 計 10 名 
 
3.2 主な行程 
１日目 午前 鹿児島空港経由水俣入り 
午後  親水護岸・集落見学  
２日目 午前 水俣資料館 百間排水口等見学 
午後 エコタウン工場見学 
３日目 午前 ＪＮＣ水俣製作所見学 
午後 水俣病歴史考証館等見学 
４日目 午前 熊本日日新聞社聞き取り 







































































・西 和泉さん 【現地見学】 
環不知火プランニングでの「総論」が終わった後、
僕たちはタクシーに乗って水俣病患者の多発した集落






























































































































               （担当：田原大嗣） 


























































































































































































































































はないでしょうか。       （担当：野口雄暉） 
 



























水俣では 4R を目指している。上の 3 つに「リフュー





















































深は八幡瀬戸で約 73 メートル、南部では 20-50 メー





















































は 1950 年代に逆戻りをするのだ。 
        （担当：石田芳仁） 
 






























































               （担当：大久保優哉） 
 








   
     人口：26000 人 
     世帯数：12000 世帯 







めに今では 1 本になっている。 
 高齢化率約 33%と高齢化が進んでいる(日本平均は
25％)。同時に少子化も進んでおり、市内に 2 つあっ




































































              （担当：島田祐太郎） 
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第７回： 経験の共有―ゼミナールオープン  
〈１月10日〉 
中学生にゼミナールを公開することで、将来への学
習の動機づけを行うという企画で、毎年行われている。
－ 28 －
 今年度は昨年度の反省を踏まえ、中学生に向けて発表
するという趣旨で、周到な準備を行った。 
しかし、思った以上に参加してくれる生徒が少なく、
やや拍子抜けであった。中学生向けに内容を工夫して
いただけに、悔やまれる結果である。来年度以降は宣
伝に気を配るなど、多くの中学生の興味を引くよう心
掛けたい。 
第８回： 報告書校正〈１月24日〉 
報告書用原稿を皆でチェックし、最終的な構成の時
間に充てる予定である。 
5 まとめと今後の展望 
生徒の報告書に各人が記した内容から、このフィー
ルドワークが彼らにとって有意義な活動であったこと
は窺い知ることができる。様々な立場の人々の話はそ
れぞれに対立する部分もあり、この水俣病をめぐる問
題の奥深さについて実感することができたのであろう。
何人かの生徒は、この水俣病から他の社会問題を考え
る契機を得ようとしているし、現在の自分のものの見
方を批判的に検討することの重要性を認識し始めてい
る。それだけでも、この学習の意義は十分にあったと
言えよう。 
さらに重要なことは、水俣という公害を生んだ地に
おいて、あるべき社会について真剣に考え、行動する
多くの大人に出会ったことである。ある話題におよん
だ時の話し手の気迫に圧倒され、その生きざまを語っ
てもらった生徒たちの真剣なまなざしは、傍らにいて
強く心を打たれたものであった。 
水俣というフィールドは、環不知火プランニングの
コーディネートや話し手の皆様の熱意により、非常に
学びに適した場所である。教育的な効果も十分に見込
める場所であるが、震災と原子力発電の問題等、科学
と社会の在り方を学べる新たなフィールドを開拓して
いくことも望まれている。この点を今後の課題とした
い。 
 
－ 29 －
